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Abstract: 細胞外マトリックスは、細胞に活きた環境を提供している。中でも、基底

膜はうすい膜状の上皮や内皮組織の直下、筋細胞や脂肪細胞あるいは血管内皮細胞の

周囲などほとんどの組織に存在し、構造支持のみならず様々な生命現象に寄与してい

る。すなわち基底膜は体内の構造支持という静的環境に加え、細胞に対して刻々と変

化する動的環境を提供し、細胞の増殖、移動、分化、死などを制御することにより高

次生命現象に関与していると考えられている。細胞は、インテグリン、シンデカン、

ジストログリカンなど 20 種類以上のレセプターを介して基底膜に結合しており、基

底膜は機能性分子の複合体として様々な生命現象を制御している。ほとんどの基底膜

分子は、基底膜分子同士の結合により超分子構造をとり、細胞に対して細胞表面レセ

プターを介してシグナルを提供することから、分子量は巨大であり、なおかつ多くの

機能部位を持っている。また、近年「マトリゲル」が、再生医療などを目的とした細

胞工学的研究において数多く用いられその有用性が証明されてきているが、マウス肉

腫由来であるため臨床応用は不可能である。そこで「マトリゲル」に匹敵する合成バ

イオマテリアル、すなわち人工基底膜、の開発が待ち望まれている。本講義では、基

底膜分子の特徴を述べるとともに、基底膜の主役的存在であるラミニンの機能を合成

ペプチドを用いて分子解剖し、さらに再構築をすることによる「人工基底膜の創製」

をめざした演者らの最近の取り組みについて紹介する。 
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